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施策開始の背景、経緯等
総務省による地方公営企業会計制度の見直しにより、地方公営企業法の適用を受けていない公営企業に
ついても、財務状況の開示等を進めるため、法適用する動きが本格化したため、平成３０年４月の法適用
を目指し、平成２６年度から移行作業の着手した。

基
本
情
報

改
善
状
況

前年度からの
改善点 平成２９年度は公営企業会計システムを仮稼働し、運用を行いながらカスタマイズを行った。

（何をどのような状態に改善したのか）

歳出の効率化

まちづくり
行程表

フラッグ

長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 施策名 公営企業会計の導入

総合計画

基本方針 みんなの力を結集する自治と協働のまち

分野別項目 健全な財政運営を維持する

施策の進め方

政策分類

その他（関係法令、要綱等） 地方公営企業法

施
策
の
目
的
等

施策の
内容

（どのような施策なのか）

公共下水道事業特別会計及び農村集落家庭排水施設特別会計について、損益・資産等を正確把握するために、地方公
営企業法における財務適用を行う。

施策の
対象

（誰、何を対象にしているか）

下水道事業（公共下水道事業、農業集落排水事業）

施策の
意図

（対象をどのような状態にしたいか）

下水道事業について、地方公営企業法における財務適用

施策に係る
主なコスト

地方公営企業法適用支援業務 18,470

目
標
・
成
果
推
移

施策に係る取組 28年度 29年度 30年度 中期（おおよそ3年後）

公営企業会計の導
入

平成３０年４月を目標とし地
方公営企業法適用の移行
準備を行う。

平成３０年４月を目標とし
地方公営企業法適用の
移行準備を行う。

地方公営企業法
適用開始

長期（おおよそ5年後）

A 目標 目標 目標 目標 目標

－ －実績 実績

資産評価、公営企業会計シ
ステムの導入準備等を行っ
た。

資産評価、公営企業会計
システムの仮稼働等を
行った。

B 目標 目標 目標 目標 目標

実績 実績

今
後

今後の
方向性、
改善点

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

地方公営企業法の適用が開始されたので、適切な運用を行っていきます。

環
境
変
化

他市町での取組状況や
施策を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

近隣市町では尾張旭市は平成２９年４月に地方公営企業法適用（財務適用）を行っているため、情報提供
を受け、移行作業を行った。

評
価

担当部課 関係部課 財政課、会計課建設部下水道課

(目標達成状況を踏まえ、課題を整理）

地方公営企業法が適用された会計の運用のために、簿記的知識の取得が必要である。

目標達成状況

(目標・成果推移に対する達成状況や進捗状況など）

平成２６年度～２９年度において、地方公営企業法適用の移行作業を行い、平成３０年４月に地方公営企
業法適用（財務適用）を行った。

課題


